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日本大：大学全体では厳しい環境下で大幅減少、志願者数は８万人を下回った   一般：-14,298 人 共テ：-8,369 人 

 
主な入試変更点 選抜方法：生産工…<一般 N 方式第２期>新規実施 

芸術(演劇／舞踊除く)…<一般 N 方式第１期、一般Ｎ方式第２期>新規実施 

(音楽／作曲・理論除く)…<一般 N 方式第２期>新規実施 

(音楽／音楽教育、弦管打楽)…<一般 N 方式第１期>新規実施 

入試科目：文理(地球科学)<共テＣ方式第１期>…理+外+(国 or 数①or 数②)→理・理基２+外+(国 or 数①or 数②) ※必須に理基２追加 

芸術(写真)< 一般Ａ方式>…国+外+学科別専門試験 ※学科別専門試験：論+面→国+外+学科別専門試験 ※学科別専門試験：面(学科別専門試験の内容を変更) 

出願方法：生物資源科学<一般Ａ方式>…第二志望を認める→第二志望を認めない ※第二志望制度の廃止 

配点変更：医<一般 N 方式第１期＞、＜一般Ｎ方式第２期>…面：60 点→面：30 点 ※面の配点変更 

COMMENT   ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、大学を取り巻く厳しい環境もあって 22,667 人(77)の大幅減少。志願者数は８万人を下回った。方式別では、一般方式

(81)、共通テスト利用方式(66)のいずれも大幅減少。学部別では、17 学部中 15 学部が減少、その中で 13 学部は大幅減少。特に、薬

(67)、スポーツ科学(68)、経済(71)、国際関係(72)、商(73)の減少が目立った。一方で、増加は２学科のみで、系統への人気が高まってい

る(医)(128)は大幅減増加で６年ぶりの増加。芸術(103)は前年度大幅増加に引き続きやや増加。 

<一般方式> 

○法(78)は、大幅減少で２年連続減少。学科別では、５学科全てが大幅減少。(法律)(74)は大幅減少で２年連続減少、(公共政

策)(75)は大幅減少で３年ぶりに減少。(政治経済)(81)、(新聞)(82)はいずれも大幅減少で４年連続減少、(経営法)(83)は２前連

続大幅減少。 

○経済(76)は、大幅減少で２年連続減少。学科別では、３学科全てが減少。(産業経営)(69)は大幅減少で２年連続減少、志願者数は

８年ぶりに 1,300 人を下回った。(経済)(75)も大幅減少で２年連続減少、志願者数は９年ぶりに 6,000 人を下回った。(金融公共経

済)(96)はやや減少で６年連続減少。 

○商(76)は、大幅減少。志願者数は 6,000 人を下回った。学科別では、３学科全てが大幅減少。(会計)(72)は大幅減少で志願者数は

800 人台まで減少。(経営)(73)は大幅減少で志願者数は 2,000 人を下回った。(商業)(78)は大幅減少で３年連続減少、志願者数は

3,000 人を下回った。 

○国際関係(76)は、大幅減少。志願者数は８年ぶりに 800 人を下回った。学科別では、(国際教養)(76)、(国際総合政策)(76)はいずれ

も大幅減少。２月募集の募集単位別では、 (国際教養)<一般Ａ方式第１期>(68)は３年連続大幅減少、(国際総合政策)<一般Ｎ

方式第１期>(70)は前年度大幅増加の反動で大幅減少。 

○文理(81)は、大幅減少。学科別では 18 学科中 17 学科が減少、その中で 11 学科は大幅減少。特に、(化)(61)は４年連続増加の反

動、(ドイツ文)(70)は前年度倍増の反動、(国文)(74)は前年度大幅増加の反動、(生命科学)(76)は前年度減少の反動、(社会)(77)

は前年度やや減少の反動で、それぞれ大幅減少したのが目立った。 

○危機管理(78)は、２年連続大幅減少。２月募集の募集単位別では、<一般Ｎ方式第１期>(69)は２年連続大幅減少、<一般Ａ方

式>(87)は前年度大幅減少に引き続き減少。 

○工(73)は、大幅減少で４年連続減少。学科別では、６学科全てが大幅減少。(土木工)(64)は前年度大幅増加の反動で大幅減少、

(機械工)(70)、(建築)(72)はいずれも大幅減少で４年連続減少、(生命応用化)(73)は大幅減少で志願者数は７年ぶりに 200 人を下

回った。(情報工)(76)は大幅減少で３年連続減少、(電気電子工)(77)は２年連続大幅減少。  

○生産工(78)は、大幅減少で２年連続減少。新規の<N 全学統一方式第２期>を除いた比較でも(71)の大幅減少。学科別では、９学

科全て大幅減少。特に、(環境安全工)(62)、(マネジメント工)(70)、(土木工)(74)の 25％以上の大幅減少が目立った。 

○理工(80)は、前年度大幅増加の反動もあって大幅減少、志願者数は再び 10,000 人を下回った。学科別では、14 学科全てが減少、そ

の中で 11 学科は大幅減少。特に、(電気工)(62)の 40％近い大幅減少が目立った。 

○医(128)は、系統への高い人気に加えて、５年連続減少の反動で大幅増加。募集単位別では、<一般Ｎ方式第１期>(105)はやや増

加だが、志願者数は２年連続で 2,000 人を下回った。一方で、実施３年目の<一般Ｎ方式第２期>(178)は激増。 

○歯(96)は、２年連続やや減少。２月募集の募集区分別では、<一般Ｎ方式第１期>(83)は大幅減少で２年連続減少、<一般Ａ方

式>(93)はやや減少で５年連続減少。 
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○薬(70)は、大幅減少。志願者数は 700 人台となり、再び減少に転じた。２月募集の方式別では、<一般Ａ方式>(67)は大幅減少で６

年連続減少、<Ｎ方式第１期>(69)は大幅減少で２年連続減少。 

○スポーツ科学(68)は、大幅減少で３年ぶりに減少。志願者数は 600 人余りとなった。２月募集の募集単位別では、２方式のいづれも

(73)の大幅減少。 

○生物資源科学(78)は、大幅減少。志願者数は、6,000 人を下回った。学科別では、11 学科中 10 学科が減少、その中で８学科は大幅

減少。特に、(森林)(46)は半減以下。(環境)(54)、(食品ビジネス)(57)の 40％以上の大幅減少が目立った。一方で、専攻系統への人

気が高い(獣医)(105)は前年度大幅増加に引き続きやや増加。 

<共通テスト利用方式> 

○法(60)は、前年度増加の反動で大幅減少。志願者数は 1,300 人台まで減少。学科別では、５学科中４学科が大幅減少。(政治経

済)(52)、(法律)(54)、(新聞)(74)はいずれも前年度大幅増加の反動で大幅減少。(経営法)(72)も大幅減少で志願者数は 100 人を

下回った。 

○経済(54)は、前年度激増の反動で大幅減少、志願者数は 2,000 人を下回った。学科別では、３学科中２学科が減少。(経済)(38)は

前年度倍増以上の反動で激減、(金融公共経済)(91)は前年度大幅減少に引き続き減少。一方で、(産業経営)(130)は前年度減少の

反動で大幅増加、2019 年度以降前年度の反動による増減が継続。 

○商(64)は、２年連続増加の反動で大幅減少。志願者数は 1,400 人を下回った。学科別３学科中２学科が減少、(商業)(37)は前年

度激増の反動で激減、2018 年度以降前年度の反動による増減が継続。(経営)(94)は前年度大幅減少に引き続きやや減少、2017 年

度以降過去８年間で７年が減少。 

○国際関係(62)は、前年度激増の反動で大幅減少。学科別では、２学科ともに大幅減少。(国際総合政策)(55)は前年度倍増以上の反

動で 45％の大幅減少。(国際教養)(72)は前年度大幅増加の反動で大幅減少、2019 年度以降過去６年間で５年が減少。 

○文理(72)は、前年度大幅増加の反動で大幅減少。学科別では、18 学科中 16 学科が減少、その中で 12 学科は大幅減少。特に、(社

会)(54)、(英文)(56)、(地球科学)(62)はいずれも前年度大幅増加の反動で大幅減少。一方で、(社会福祉)(194)は前年度増加に引

き続き倍増近い大幅増加、(中国語中国文化)(153)は前年度激減の反動で大幅増加。 

○工(75)は、大幅減少で４年連続減少。学科別では、６学科全て減少、その中で５学科は大幅減少。(土木工)(52)は半減近い大幅減

少で志願者数は 50 人を下回った。(電気電子工)(65)は２年連続大幅減少、(機械工)(67)、(建築)(73)、(生命応用化)(78)はいず

れも大幅減少で４年連続減少。(情報工)(90)は３年連続減少。 

○生産工(76)は、大幅減少で４年連続減少。学科別では、９学科中８学科が減少。その中の７学科は大幅減少。特に、(数理情報

工)(61)、(土木工)(68)、(マネジメント工)(69)、(建築工)(72)、(機械工)(72)の５学科はいずれも 25％以上の大幅減少。一方で、

(電気電子工)(108)は 5 年ぶりの増加。 

○理工(64)は、前年度大幅増加の反動で大幅減少、志願者数は 5,000 人を下回った。学科別では、14 学科全てが減少、その中の 11 学

部が大幅減少。特に、(電気工)(39)は前年度激増の反動で激減。(電子工)(49)、(建築)(52)、(応用情報工)(52)、(機械工)(53)、

(航空宇宙工)(60)の５学科はいずれも 40％以上の大幅減少。 

○歯(82)は、前年度大幅増加の反動で大幅減少、前年度４年ぶりに増加したが、再び減少に転じた。２月募集の<共テＣ方式第１

期>(87)は２年連続増加の反動で減少。 

○松戸歯(79)は、２年連続大幅増加の反動で大幅減少。２月募集の<共テＣ方式第１期>(88)は２年連続増加の反動で減少。 

○薬(57)は、前年度大幅増加の反動で大幅減少、志願者数は 200 人余りとなった。志願倍率も 47.1 倍→26.8 倍に大幅ダウン。 

 


